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合
同
で
清
掃
活
動

相
模
原
、
町
田
支
部

　
校
友
会
相
模
原
支
部
（
神

奈
川
県
、
渋
谷
隆
宏
支
部
長

・
昭
33
商
経
）
と
町
田
支
部

（
東
京
都
、
池
田
敏
彦
支
部

長
・
昭
36
商
経
）
12
人
が
７

月
30
日
、
第
17
回
境
川
ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
合
同
で

参
加
、
地
域
貢
献
活
動
に
汗

を
流
し
た
。

　
前
日
の
大
雨
で
水
位
が
上

が
り
、
堤
防
沿
い
の
清
掃
活

動
と
な
っ
た
が
、
空

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を

２
時
間
か
け
て
拾

い
、
45
㍑
10
袋
に
な

っ
た
。

　
両
支
部
合
同
参
加

は
２
０
１
１
年
か

ら
。
渋
谷
相
模
原
支

部
長
は
「
今
後
は
近

隣
に
住
む
専
大
生
の

参
加
を
呼
び
か
け
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

〈
横
浜
支
部
総
会
〉

▽
９
月
29
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
か
ら
徒

歩
５
分
「
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル

ー
ズ
横
浜
」
旴
白
井
吾
郎
氏

☎
０
９
０
・
９
０
９
４
・
６

０
７
４

〈
京
都
府
支
部
総
会
〉

▽
９
月
30
日
（
土
）
13
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
徒
歩
７

分
「
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
京
都
」
旴
池
口
寧
祥
氏
☎

０
９
０
・
７
７
５
７
・
５
７

７
５

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
総
会
〉

▽
10
月
５
日
（
木
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
旴
中
島
氏
☎
03
・
３
５

１
６
・
３
５
２
０
（
ビ
ー
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
グ
ル

ー
プ
内
）

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
10
月
７
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
金
町
駅
か
ら
徒

歩
２
分
「
二
葉
会
館
」
旴
中

澤
邦
彦
氏
☎
０
９
０
・
２
７

７
６
・
４
８
８
８

〈
墨
田
支
部
総
会
〉

▽
10
月
７
日
（
土
）
13
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
す
ぐ

「
両
国
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
旴

金
丸
博
司
氏
☎
０
８
０
・
９

４
５
３
・
５
３
７
２

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
７
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら
徒

選
　
挙
　
結
　
果

福
島
県
会
津
坂
下
町
長
選
挙

（
６
月
11
日
投
開
票
）

▽
斎
藤
文
英
氏
（
さ
い
と
う

・
ぶ
ん
え
い

昭
47
北
農

機
）
再
選

群
馬
県
渋
川
市
長
選
挙
（
８

月
27
日
投
開
票
）

▽
高
木
勉
氏
（
た
か
ぎ
・
つ

と
む

昭
49
法
）
初
当
選

無
料
法
律
相
談
会

▽
10
月
11
日
▽
11
月
15
日
▽

12
月
13
日
▽
２
０
１
８
年
１

月
17
日
▽
２
月
14
日
▽
３
月

14
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

▽
時
間

16
時
30
分
〜
19
時

30
分
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
８
号
館
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」
※
要
予
約

旴
今
村
記
念
法
律
事
務
所
☎

03
・
３
２
６
４
・
１
７
２
１

会
計
人
会
講
演
会

　
10
月
６
日
（
金
）
16
時
35

分
か
ら
90
分
間
の
予
定
で
、

専
修
大
学
会
計
人
会
（
吉
田

伸
江
会
長
）
主
催
・
就
職
部

後
援
に
よ
る
講
演
会
「
意
外

と
知
ら
な
い
税
理
士
の
仕
事

｜
現
役
税
理
士
が
語
る
そ
の

魅
力
と
未
来
」
を
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
２
号
館
ラ
ー
ニ
ン
グ

ス
タ
ジ
オ
２
１
１
で
実
施
し

ま
す
。

　
公
認
会
計
士
と
並
ぶ
会
計

の
専
門
家
で
あ
り
、
ま
た
税

金
に
関
す
る
唯
一
の
専
門
家

で
あ
る
税
理
士
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、税
理
士
試
験
対
策
、

税
理
士
事
務
所
勤
務
や
独
立

開
業
、
具
体
的
な
仕
事
、
収

入
や
将
来
性
な
ど
、
一
般
人

に
知
ら
れ
て
い
な
い
税
理
士

の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　
東
京
税
理
士
会
の
後
援
を

い
た
だ
き
、
日
本
税
理
士
会

連
合
会
作
成
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
税
理
士
っ
て
？
　
一
生
の

仕
事
を
探
す
な
ら
」
を
レ
ジ

ュ
メ
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

ワ
イ
ン
大
学
11
／
17

▽
11
月
17
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
▽
会
費

４
０
０
０
円
、
学
生
２
０
０

０
円
※
要
予
約
▽
申
込
期
間

10
月
２
日
（
月
）
〜
11
月

６
日
（
月
）
旴
校
友
会
事
務

局
☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５

７
９

歩
10
分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
」
旴
水

戸
部
修
一
氏
☎
０
９
０
・
４

６
０
３
・
３
２
９
２

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
室
蘭

支
部
総
会
〉

▽
10
月
13
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
か
ら
徒
歩

10
分
「
中
嶋
神
社
蓬
崍
殿
」

旴
三
谷
洋
一
氏
☎
０
１
４
３

・
22
・
０
１
５
０
（
社
会
福

祉
法
人
母
恋
内
）

〈
三
二
会
総
会
〉

▽
10
月
13
日
（
金
）
12
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
旴
田
部
俊

彦
氏
☎
０
４
７
・
４
２
２
・

８
８
７
３

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
14
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
真
石
博
文
氏
☎
０
２

３
・
６
８
８
・
２
１
６
８

〈
東
信
支
部
総
会
〉

▽
10
月
14
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
上
田
駅
か
ら
徒

歩
15
分
「
さ
さ
や
」
旴
関
宏

之
氏
☎
０
９
０
・
３
０
８
２

・
７
２
０
０

〈
三
八
会
総
会
〉

▽
10
月
20
日
（
金
）
12
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
旴
内
藤
博

氏
☎
０
９
０
・
５
５
３
７
・

５
４
８
７

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉

▽
10
月
21
日
（
土
）
11
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
（
大
阪
市
）

す
ぐ
「
ホ
テ
ル
阪
神
」
旴
菅

井
敏
男
氏
☎
０
９
０
・
３
７

１
７
・
８
７
８
８

〈
岩
手
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
10
月
21
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
直
結
「
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
」

旴
菊
池
秀
雄
氏
☎
０
１
９
７

・
63
・
２
３
４
１
（
専
修
大

学
北
上
高
等
学
校
内
）

講
演
会
の
最
後
に
質
疑
応
答

時
間
も
設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は

無
料
で
、
学
年
を
問
わ
ず
参

加
を
歓
迎
し
ま
す
。
事
前
受

け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
し
た
両
支
部
の
会
員

小宮校友会長

日髙理事長

尾池石巻専大学長

佐々木学長

「次世代へのバトンに使命」

記念講演会で出席者に語りかける馳さん

　
校
友
会
創
立
１
３
０
周
年

記
念
式
典
は
、
小
宮
多
喜
次

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

日
髙
義
博
理
事
長
、
佐
々
木

重
人
学
長
、
尾
池
守
石
巻
専

修
大
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

衆
議
院
議
員
の
馳
浩
さ
ん

（
昭
59
文
）
に
よ
る
記
念
講

演
が
あ
っ
た
。
式
典
終
了

後
、定
時
総
会
が
開
か
れ
た
。

　
司
会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

　
小
宮
校
友
会
長
は
１
３
０

周
年
の
歴
史
と
伝
統
の
重
み

を
踏
ま
え
、「
さ
ら
に
発
展

さ
せ
次
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡

し
て
い
く
使
命
が
あ
る
」
と

思
い
を
述
べ
た
。

　
日
髙
理
事
長
は
「
卒
業
生

は
自
分
の
生
き
方
が
社
会
に

貢
献
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

　
大
学
創
立
以
来
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
佐
々
木
学
長
は

「
大
学
と
校
友
会
は
両
輪
の

関
係
。
苦
し
い
時
に
も
支
え

て
い
た
だ
い
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
、
尾
池
石
巻
専

修
大
学
長
は
「
６
年
前
の
東

日
本
大
震
災
で
は
温
か
い
手

を
差
し
伸
べ
て
い
た
だ
き
、

復
興
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
。
魚
の
養
殖
な
ど
地
方
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
に
目

を
向
け
、
人
を
育
て
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
後
、
馳
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
会
が
あ
っ
た
。
元

文
部
科
学
大
臣
の
馳
さ
ん
は

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
新

し
い
奨
学
金
制
度
「
日
本
型

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
（
出
世
払
い
制

度
）」
に
つ
い
て
１
時
間
、

講
演
し
た
。「
本
人
の
自
己

責
任
で
大
学
へ
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
制
度
を
作
り

た
い
。
何
を
学
び
、
そ
れ
を

社
会
に
ど
う
生
か
す
か
と
い

っ
た
学
ぶ
意
識
を
強
く
も
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
た
。

　
定
時
総
会
は
、
物
故
者
へ

の
黙
と
う
が
行
わ
れ
た
後
、

東
平
豊
三
育
友
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会
と
な
っ

た
。

　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
卓
球

部
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
、
石
巻

専
修
大
学
の
女
子
競
走
部
や

硬
式
野
球
部
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
や
そ
の
他
の
部
門
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
学
生
が
紹

介
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
声
援
が
起
こ
っ
た
。

　
特
に
学
生
の
主
要
棋
戦
の

す
べ
て
を
制
し
、
ア
マ
チ
ュ

ア
囲
碁
の
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト
ル

も
取
っ
た
大
関
稔
さ
ん
（
商

３
）
と
、
兵
庫
県
西
宮
神
社

の
開
門
神
事
で
５
０
０
０
人

の
中
か
ら
「
一
番
福
」
と
な

っ
た
鈴
木
隆
司
さ
ん
（
経
済

４
）
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
ど

よ
め
き
と
と
も
に
ひ
と
き
わ

大
き
な
拍
手
が
響
い
た
。
鈴

木
さ
ん
が
会
場
内
を
歩
く
と

「
福
」
に
あ
ず
か
ろ
う
と
握

手
、
記
念
写
真
を
求
め
る
人

が
集
ま
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
「
Ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ａ

ｍ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
Ｄ
Ｔ

Ｍ
）」
の
演
技
、
全
学
応
援

団
の
演
舞
と
リ
ー
ダ
ー
公
開

が
披
露
さ
れ
た
。

　
名
古
屋
か
ら
久
し
ぶ
り
に

参
加
し
た
川
口
貴
也
さ
ん

（
昭
61
経
営
）
は
「
難
病
で

車
イ
ス
生
活
に
な
り
、
落
ち

込
む
時
も
あ
り
ま
す
。
今
日

は
昔
の
仲
間
と
会
い
、
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
世
界
卓
球

選
手
権
で
２
度
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
っ
た
栗
本
（
旧

姓
松
﨑
）
キ
ミ
代
さ
ん
（
昭

36
商
経
）
は
「
現
役
の
時

は
、
校
友
会
は
関
係
が
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
卒

業
す
る
と
思
い
出
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
卓
球
部
に
は

も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

活
躍
す
る
体
育
会
の
学
生
が
紹
介
さ
れ
た

石
巻
専
大
硬
式
野
球
部
の
酒
井
健
志
監
督
が

校
友
の
応
援
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た

校友会創立130周年記念式典・定時総会

盛
り
上
が
る
定
時
総
会
の
会
場

サ
ー
の
真
下
治
子
さ
ん
（
平

11
経
営
）
が
務
め
た
。


